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本誌が皆様のお手元に届く頃には師匠が走り始め出

す準備をしていることと思います．急に走り出すとア

キレス腱を切ってしまうかもしれませんので．

今月の「病気のはなし」では“レストレスレッグス

症候群”が取り上げられております．昔からあった病

気だそうです．20世紀中頃になってから疾患概念が

確立した病気で，それまでは未病であったのでしょう

か？(日本では10数年前から話題にはなっていたよう

ですが) 検査法の開発や発達と患者さんの症状集積

により未病(？)の疾患概念がこれからも見つかるかも

しれません．多くの病気を知っておくことも検査に

とって大事なことだと思いますので，ぜひ一読してく

ださい．

本誌は表紙を見たときから勉強できるようになって

おります．本年1月から始まった超音波像と病理像は

いかがでしょうか．検査をやられている方にとって非

常に有意義なものではないかと自負しております．解

答も表紙に載せないように変更いたしましたので勉強

会などでお使い頂ければ幸いです．また，これから特

に超音波検査をやられる方にとっては病理の肉眼像が

お役に立つものと思います．表紙と同様に中身も充実

した内容ですので楽しくお読みいただければと思いま

す．

皆様はdiseaseと illnessについてどのように思わ

れますか？ 今までの検査はdisease(疾患)中心で行

われてきました．しかし，今後は illness(病い)を含

めた検査が必要ではないかと思っております．医療の

一翼を担っている検査は，病気のみならず病も見つけ

る検査へと広がっていければと思っております．

若い読者の皆様，一度考えてみて下さいませんか．

(永江 学)
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